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登録リスト（該当：59件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 塩田平観光マップ(上田駅構内)今昔2005→2024]	塩田平観光マップ(上田駅構内)今昔2005→2024	写真上：信州の鎌倉と周辺の図(2005/05/04の記録)
写真下：日本遺産・信州上田・塩田平(2024/02/03の記録)

上田駅構内のしなの鉄道改札出入り口に面したコンコースの壁に塩田平の大きな観光マップが掲げられています。塩田平が日本遺産「レイラインがつなぐ『太陽と大地の聖地』」に選ばれてしばらく経ってから「日本遺産」マップにリニューアルされました。

レトロ感たっぷりの「信州の鎌倉」マップが今となっては貴重な記録です。このマップ、デザインは古い時代様式のものです。退色もしています。あるいは退色したように装ったデザインかもしれません。一見したところ相当に年季が入ったもののように見えますが、新幹線や上田大橋が描かれてもいることから推察すると上田大橋開通後の2000年頃に観光PRのために掲げられたものではないかと	2024-02-19
	2	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	3	[image: 愛染カツラ]	愛染カツラ	・縁結びの霊木として老若男女に親しまれている
・別所温泉の北向観音にある霊木。
→参照サイト
https://japanheritage.bunka.go.jp/ja/culturalproperties/result/5061/
近くに説明文があるので、それを見るのもありだと思います。

かぼさ
・霊木が好きなので(詳しくはない)、せっかくだからと思い別所温泉ぶらぶら散策で訪れた。
・調べていて、根本が太いとあったので実際に見ると本当だと思った。
・冬なので葉がかれてしまい少し、魅力は落ちたが、「荘厳さ」が増した気がした。
・実際に行くと不思議なパワーがもらえた気がした。	2024-02-01
	4	[image: 上田駅デザイン]	上田駅デザイン	城下町上田の名残が残った駅の下の方の黒地に白のあみあみのデザイン。上田のPRのためにこのようなデザインがされたのかもしれないが街の統一感が出ているデザインがここ上田駅にもある。	2024-01-26
	5	[image: Cafe sprout]	Cafe sprout	信州上田にある見晴らしの良い塩田平にあるカフェ スプラウトに行ってきた。
発芽珈琲や発芽玄米を使ったメニューが人気。	2024-01-25
	6	[image: 卒業論文執筆にあたっての課題とその解決の成果]	卒業論文執筆にあたっての課題とその解決の成果	後期開始から卒論執筆を開始
→項目立て、本文を鋭意執筆中

課題
生涯学習、社会教育、地域づくりについて
自分の中で理解が深まっていなかったため、混同していた。
→ミスリード、ひいては全否定につながる恐れがある

生涯学習
一般には人々が生涯に行うあらゆる学習，すなわち，学校教育，家庭教育，社会教育，文化活動，スポーツ活動，レクリエーション活動，ボランティア活動，企業内教育，趣味など様々な場や機会において行う学習の意味で用いられます。
https://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab201901/detail/1421865.htm
社会教育
学校の教育課程として行われる教育活動を除き、主として青少年及び成人に対して行われる組織的な教育活動を指します。
https://www.mext.go.jp/a_menu/01_l.htm
違い
これに対して、「生涯学習」は、学習者の視点から	2023-12-07
	7	[image: 2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)]	2023年度デジタルアーカイブ後期中間作業報告(10/9-11/27)	10/9
先週は日曜日に上田市で開催されたキモノマルシェに参加し、藤本蚕業の史料の魅力についてスライドショーで常時公開しました。中にはスライドショーに興味を持って見たいという人もおり、非常に驚くと共に史料の貴重さについて改めて認識しました。金曜日は藤本蚕業の段ボール史料の整理棚の組み立てを一日中行い、史料展示の再整理について考えました。今後は藤本蚕業史料の解説サイト、及び小諸の史料サイトの開設に向けて動く予定です。

10/23
先週は藤本蚕業歴史館で史料紹介の配信についてテストしました。その中で、史料を紹介するには1人で解説をしながらでは面白さが伝わらず、関心の高い方を介した対話形式で史料について語り合う事で面白さを引き出せることが分かりました。今週は水曜日にKAN-PRO中村さんと話し合いがあり	2023-12-04
	8	[image: 信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影]	信濃国分寺に残る、初代・松平忠周の影	　信濃国分寺本堂には、上田松平氏の「五三の桐」が描かれた垂れ幕と提灯が掛けられている。上田市立博物館が発行した『松平氏史料展』によると、松平忠周（ただちか）はそれまで損傷していた信濃国分寺の三重塔を、享保11年（1726）3月8日に修復したと書いてある。修復された当時の状態のまま今日まで残されているかどうかはわからない。だが、忠周が三重塔を今見えている形状に正したのは確かだろう。なお、忠周だけでなく、仙石氏や、その後の松平藩主も国分寺を保護・援助している。
　私は実際に塔を見てみて、三重の屋根は青銅で葺かれているのではないかと思った。その青緑色と塔の木材部分の茶色の組み合わせは綺麗だった。また、塔のすぐそばには池がある。池側から三重塔を見ると、池の大きさはかなり違うけれど、京都府木津川	2023-11-30
	9	[image: チームラボ金沢城光の祭]	チームラボ金沢城光の祭	★チームラボ金沢城光の祭(公式サイト)

学会で金沢に滞在し、幸いなことにチームラボのイベントが金沢城で開催されていました。11/11(土)、ついでにイベントを体験してきました。前日の雨から一転し肌寒くも幸い好天に恵まれました。大勢の人々が訪れ賑わっていました。チームラボを見るのは１年前、水戸の偕楽園のイベント以来です。趣向はほぼ同じで会場が異なり、どのように違うのかを比べるのも楽しみでした。このイベント、初見の時には感興があって感動的でしたが、２回目は感動はどうしても薄れます。広い会場だけあって今回は卵がめちゃくちゃ多い。卵の狭間に埋もれそうになります。偕楽園の梅林にしつらえられた光の仕掛けの繊細	2023-11-17
	10	[image: 「信州学サミット2017」プレイバック]	「信州学サミット2017」プレイバック	長野県内の県立高校で実施された地域学「信州学」のお披露目の場として「信州学サミット」が2017年10月21日、長野駅コンコースを会場に開催されました。

初めての信州学サミットに各学校から意欲的な発表と展示がなされました。次の記事は信州学サミットの様子を具体的に伝えていてふり返りの参考になります。

▼信州学サミット～信州・学びの旅に出ように参加しました　2017年10月21日
https://manabitojichinohiroba.hatenablog.com/entry/2018/12/12/143956

私が学習支援をしていた蓼科高校の「蓼科学」の成果もパネル発表の形で展示に供されました。商業高校など地域の商品開発に取り組んでいる高校は実践がまさに地域学のねらいに合致して成果をＰＲしている一方、全体としてはいまひとつ活気が	2023-10-10
	11	[image: 新「信州学」プレイバック]	新「信州学」プレイバック	画像は『わたしたちの信州学』表紙の一部を転載

▼新「信州学」推進事業(長野県教育委員会教学指導課)
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/documents/19shinshugaku.pdf

阿部長野県知事が旗ふりして始めた地域学「信州学」推進事業です。その副読本も作られ、ネット公開されました。
▼eReading Books『わたしたちの信州学』
https://ereading.cs.nii.ac.jp/nagano/book/shinshugaku/1

長野県の県立高校全校で地域学を実践するという方向付けは望ましいことであった一方、いきなり「信州学」を実践しなさいという号令はそれぞれの学校にとって反応のしようがないものであったことは否めません。

「信州学」は地理学者の故・市川健夫先生(1927-2016)が生涯をかけ	2023-10-10
	12	[image: 霞ヶ浦のワカサギ不漁]	霞ヶ浦のワカサギ不漁	私にとってはソウルフードでもあるワカサギ干しを地元土浦で久しぶりに買いました。さすがにこの味、懐かしく口に馴染みます。

土浦ピアタウンにある川魚店「出羽屋」で購入。霞ヶ浦産のワカサギはほんのわずかで「秋田産」が売られています。販売個数も「お一人様2個までの販売とさせていただきます。」との但し書きも。その後、スーパーの店頭に並んでいたワカサギ干しも秋田産でした。

▼霞ヶ浦北浦におけるワカサギ漁獲量の推移（茨城県農林水産部, 2023年）

この統計を見るとワカサギ漁獲量が激減し2022年(令和4年)は17トンにまで減少しています。
ワカサギの漁獲量が減った原因ははっきりしていないということです。この統計データを見ると県別では茨城は青森	2023-08-15
	13	[image: 青木雪卿(あおきせっけい)]	青木雪卿(あおきせっけい)	現在の長野市松代町岩野に生まれる。通称八重八、号を雪卿とした。川中島の更級雄斎 に絵を学んだとされる。松代城の障壁画を描き、多くの肖像画を描いたと伝えられる。 弘化 4 年(1847)に起こった善光寺地震後の被災地を、8代藩主真田幸貫の巡行どお りに描いた『感応公丁未震災後封内巡視図』は、被災地を写実的に描いた彼の代表作であり、災害史の重要な記録である。パノラマ写真のような眺望図や、実景を尊重する極めて 写実的な表現は、写真の影響を想像させるような、新しい表現が見られる。

https://nagano-citypromotion.com/learning/person.html

https://www.sonpo.or.jp/report/publish/bousai/yobou_jihou/pdf/ybja_ez/ybja-ez-174.pdf

※図は『感応公丁未震災後封内巡視図』の一部である。	2023-02-01
	14	[image: 前川ゼミレポート]	前川ゼミレポート	私は、なぜ上田氏は真田氏のPRに固執するかについて疑問を持ったため調べることにした。というのも、上田市には別所温泉近辺にたくさんの歴史的建造物があり、「信州の鎌倉」という別名まで付けられるほどのだからだ。そして「別所温泉」という名前自体は全国的にもある程度知られている。まったくの無名の観光地をアピールするわけではないのになぜここを差し置いて真田氏に固執するのだろうか。

真田氏に固執する理由として思いついたのが歴史好きに対するアピールの強さだ。二度にわたる上田の戦い・大阪の陣で有名な真田幸村にゆかりのある地(真田村)であることから、上田城や真田氏についてアピールできる。だが、この真田氏についてもやや疑問がある。一般人に「武将の真田」と言って思い浮かべるのは真田幸村だろう。この真田	2023-01-26
	15	[image: 上田のelaboration 上田の「観光産業」を知ってほしい！！]	上田のelaboration 上田の「観光産業」を知ってほしい！！	　キュレーションとは、インターネット上の情報を、特定の視点を持って収集、選別、編集することで新しい価値を持たせ、それを共有することを意味する語である。https://www.hrpro.co.jp/glossary_detail.php?id=99より引用
そこから私は上田のキュレーションとは上田の情報を我々の視点から収集、選別、編集することで価値を持たせ、上田の良さの再発見するということだと定義した。
私の上田のキュレーションは上田の「魅力」「良さ」の再発見であり、私は、それは「観光産業」にあると考えた。私が第一に上田で目を付けた観光産業は「十福の湯」だ。上田にお住まいの人ならば知っている人は知っている上田の名温泉だ。この温泉は信州最大級の大露天風呂を有しており、屋外独立の檜サウナもある。さらに自然豊かなため、温泉浴だけではなく、森林浴	2023-01-25
	16	[image: 上田市に来てもらうには]	上田市に来てもらうには	課題の提起
上田市には多くの魅力があるが、長野県にあるほかの観光地より観光客は少ない。うまく魅力を伝え多くの人に来てもらうためには。

上田市の現状
・魅力は多くある。
・1回限りの人が多く２回目以降訪れる人がほかの市の名所に比べて少ない

何を探求するか
・どうしたら多くの観光客に来てもらえるか。

何をすべきか
①うまく魅力を伝える。
・SNSによる紹介
・面白かったりインパクトのあるご当地PRてきなもの
・ここでしか食べられないもの、買えない
・デジタルマップの活用、簡単に移動時間やツアールートを作れるような機能を作ってみる
→まず上田市に来てもらうための工夫そして2回目以降も来たいと思ってもらえるような工夫が必要
②上田市内の交通アクセスをよくする
・路線バスや別所線の値段をもう少しお手	2023-01-19
	17	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	18	[image: 上田を知ってもらうには]	上田を知ってもらうには	前回上田の「魅力」を伝えたいという言葉では魅力という単語が漠然と過ぎていて、別の単語を選ぶことにした。
今回のゼミでは私自身が上田について知ってほしいものが上田の「観光産業」についてのものが多かったため、上田の「魅力」を伝えたいという趣旨から、上田の「観光産業」について知ってほしいという趣旨へと変えた。根っこの考え方である上田の魅力を伝えたいという考え方自体は変わらないが、魅力の内容をとり具体的にした。
それに加え、上田のPRにはなにかインパクトのある単語で上田を紹介すると良いとのことで、○○な町上田、と言えるなにかを現在探し中。	2022-12-25
	19	[image: なぜ真田氏以外のアピールが弱いのか]	なぜ真田氏以外のアピールが弱いのか	– 探求テーマ(タイトル)
なぜ真田氏以外をあまりアピールしないのか

– elaboration課題の提起
なぜ真田氏以外をあまりアピールしないのか

– なぜそうなのか(=仮説、問題の構造を描いてみる)
アピールする力がそもそも低い(真田含めて)
別所温泉近辺に対して関心が薄い

– 何を探求するか
他県に対しての地元PRの仕方

– 探求の目標(何を明らかにするか)
なぜ真田に頼ってしまうのか

– どのように探求するか
インターネットなどで調べてデータから考察

– 週間計画(週ごとに何をするか)
段階的に情報を得る	2022-12-15
	20	[image: 常田館製糸場]	常田館製糸場	上田市の蚕都としての歴史を示す、重要な遺産である常田館製糸場です。国の重要指定文化財にも指定されており、明治から大正にかけて建設された15棟もの建物が現在も保存されています。平日だということもあり、観光客らしき姿はほとんど見られませんでした。蚕都としての歴史を伝えていく為にも、より多くの人に訪れてもらえるようなＰＲが必要だと感じました。	2022-11-28
	21	[image: 上田探検隊・中間まとめ]	上田探検隊・中間まとめ	二回の上田市探検を通して、上田市にはたくさんの魅力ある場所、施設が増えてきていると感じた。例として丸山邸をあげると、今では邸内にカフェや観葉植物の販売をしていたりするが、１０年前は言い方は失礼かもしれないが、立派な邸宅というだけのイメージを持っていた。海野町商店街もここ数年でカフェやバーなど若い人も楽しめるような店が増えていた。中にはSNSを積極的に利用して宣伝している店もあった。
一方で上田市には歴史的な建造物が多いのだが、散策を通して自分自身上田市で生活してきたのだが、知らないようなものも多く、また積極的にPRがなされていないものも多いように感じた。このようなものにも焦点を当てることでさらに上田市の魅力が引き出せたらいいなと思った。	2022-11-06
	22	[image: 10/20、27　上田探検隊中間まとめ]	10/20、27　上田探検隊中間まとめ	2日間の探索を通して、上田市のまだ知らなかった魅力を知ることが出来たと思います。2日間とも、有名な場所を回ったりすることはもちろんですが、地域の風景や自然など、実際に歩いたからこそ気づける魅力にも視点を当てて散策しました。1日目の別所温泉では歴史的な建造物や自然に触れることが出来ました。初めて訪れたのですが、多くの寺社や透き通った川、高所からの風景など長野県としての魅力が多く詰まった場所だと感じました。2日目の西部地域は、様々な場所に観光スポットが点在しているといった印象を持ちました。距離的には長いかもしれませんが、今回前川先生が用意してくださったような観光マップを利用することが有効だと感じました、興味を持った人たちが紅葉の時期などに観光すれば、山が近いこともあってとても良い体験	2022-11-06
	23	[image: 上田自由大学を彷彿させる旧山越脩蔵宅]	上田自由大学を彷彿させる旧山越脩蔵宅	1921年、上田で「信濃自由大学」(後に上田自由大学)が始まってから約100年が経過しました。当時の神川村の青年だった山越脩蔵、金井正らが始めた上田自由大学は「学ぶとは何か」「自由とは何か」といった時代を超えた根源的な問いかけを現代に対しても投げかけています。

今日8/23、たまたま信濃国分寺の周辺を訪れました。上田自由大学の主要メンバーの一人、山越脩蔵(1894-1990)の生家が現在も残っています。その屋敷の広大さは外塀の大きさからもうかがい知れます。しっかりと綺麗に保全されていることに感心をしました。道路側から見える手前は増築された建物。山越脩蔵が暮らしていた時代の母屋はその奥にあります。

現在はバックパッカーが宿泊できる宿として運営されていることを知りました。歴史的な建造物をこのような形で保全・	2022-08-23
	24	[image: 現代に繋がる主導的産業の偏移について]	現代に繋がる主導的産業の偏移について	　幕末の開港によって長野県は地域経済を世界につなげることになった。そこで長野県を国外まで広げる一翼を担ったのは生糸でした。
　長野県は外国との交流が始まると、器械製糸を取り入れ、養蚕や蚕種業の技術開発や改良に力を入れました。それで、蚕糸王国と呼ばれることになったわけです。長野県の近代のあゆみは養蚕や製糸業の盛衰に左右され長野県の命綱は、蚕糸業であったと断言して過言ではありません。
長野県の製糸業は県外や外国にまで進出し、日本の製糸の中心となります。なので、長野県内のいたるところの農家では養蚕が営まれました。
　蚕糸業は大正時代から昭和初年にかけて全盛期を迎えますが、1929年（昭和4）からの世界大恐慌の影響をうけ、製糸業を営む会社の倒産が相次ぎ、繭価の価値の大暴落のため生活を養蚕に	2022-08-10
	25	[image: 3国街道　塩澤宿【牧之通り】]	3国街道　塩澤宿【牧之通り】	秋山郷で少し奥まで行ってしまい、
同じルートで帰るのもな〜と思い地図を見ていると
「南魚沼」の文字が！
何故か知らないが「みなみうおぬま」の響きに惹かれ車で向かう。
何があるんだろ〜と、ワクワクしてとりあえず南魚沼中心地へ。すると、近くに【牧之通り】という街並みが！
夕方だったのでお店はほとんど閉まっていたが
古き良き街並みだなぁ〜と思い歩いていた。

しかし、少し疑問が。
古き良き街並みな感じはするが、新しすぎる。
建物を近くで見ても、
全くと言っていいほど劣化していない。
よく考えてみると、【牧之通り】は住宅街の中に急に一部分だけある。
調べてみると最近できたみたい。
元々、宿があったのだがそれを改修したよう。

あくまで自分の意見だが、
これから旅行先として需要があるのは
「ツク	2022-07-06
	26	[image: 飯山・雪に覆われている春のブナ原生林]	飯山・雪に覆われている春のブナ原生林	飯山市の戸狩を過ぎ、関田峠方面に向かってブナ林の山道を登りました。関田峠の手前で通行止め。そもそも除雪されておらず、その先には進めません。

春なのに残雪に覆われたブナ原生林の神々しく美しいこと。下界とは異次元の別世界です。

私も長野県内を各地見聞した中で最も印象的だった場所の一つが飯山のブナ林です。木々が芽吹く６月初旬ぐらいが一番美しい。さらに紅葉する秋もまた美しい。一般に観光地としてＰＲされていないこともあり、訪れる人はあまりいませんが、この美しさ、神々しさは他と比較しようがありません。	2022-05-05
	27	[image: まとめ]	まとめ	松平忠固を調べる中で関良基さんの著書『日本を開国させた男、松平忠固』の比重が大きくなってしまったが、本書を読んで、慈悲深い領地運営や開国と交易の主張を貫いた姿勢から忠固の人となりが見えてきた。また、井伊直弼や徳川斉昭、開国、不平等条約改正などさまざまなものの見方が変わったことは収穫だったと思う。歴史から抹消されていた史実が掘り返されると通説が覆されることがあるので、本当の歴史を知っておくためにもそういった情報を仕入れていきたい。


参考資料等
・関良基著『日本を開国させた男、松平忠固: 近代日本の礎を築いた老中』(1,2番目の記事の写真の出典)
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.amazon.co.jp%2F%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%25E3%2582%2592%25E9%2596%258B%25E5%259B%25BD%25E3%2581%2595%25E3%2581%259B%25E3%2581%259F%25E7%2594%25B7%25E3%25	2022-02-14
	28	[image: 地域キュレーション⑥「別所温泉駅から上田の現状を見る」(信州上田学A2021)]	地域キュレーション⑥「別所温泉駅から上田の現状を見る」(信州上田学A2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

地域キュレーション「別所温泉駅から上田の現状を見る」(マイテーマ公開ページにリンク)
発表者(学生)：そーし(発表者のマイサイトにリンク)
長野大学／信州上田学Ａ2021発表会(2022/02/02オンライン実施)

（科目担当：前川道博＠長野大学）	2022-02-08
	29	[image: 7.まとめ]	7.まとめ	参照した一次資料
・http://www.silk.or.jp/kaiko/kaiko_yousan.html
・http://www.kasahara.co.jp/kasahara/tokidakan/
・https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/bunsho/bunka/rekishi/rekishi/gendai.html

私は過去に常田館製糸場を訪れた時の記憶とその後、蚕について調べた情報を元に新たに見聞を深めて「私の地域探求」に蚕糸業のトピックをインプットすることが出来た。これにより以前よりもさらに蚕について理解を深めることができた。

また、「私の地域探求」に取り組み、蚕糸業がどのようにして衰退し、その衰退を防ぐにはどのようにしたら良いかを考えて自分なりに解決策を出せたのが収穫だと考える。
現在、蚕糸業は風前の灯火の状態であり、突発的な蚕ブームが来なければ再興は難しいと考えます。しかし、絹などの美しい文化を保つために蚕糸業をみんなで支えていく必要がある	2022-02-03
	30	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	広島県呉市は、面積35,318平方キロメートル、人口213,640人と広島県三番目の都市。

平安時代に遣唐使の往来があったことや、平清盛が関係した「音頭の瀬戸」からも分かるように、古くから海と船にゆかりのある地域である。

明治時代には、海軍の拠点の一つとして海軍の鎮守府を置き、軍港と共に発展を遂げる。

海軍開庁時に、人口も増加に転じ、ピーク時には400,000人にも上り、職人だけで30,000人もいたが現在は半減し、尚も減少傾向にある。

終戦後、「旧軍港転換法」の成立により、現在の産業の発展の糧となる。

海軍の施設は、観光資源としても再利用され、毎年多くの観光客が訪れる。

2016年には、映画「この世界の片隅に」がヒットし、再び注目を浴びる。

出典：「富国強兵とひろしま～軍港呉～」
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploade	2022-01-29
	31	[image: 上田地域の地形概要]	上田地域の地形概要	上田地域の地形は、太郎山や小牧山に囲まれたほぼ三角形の盆地地形となっており、「上田盆地」とも言われている。上田盆地の標高は約400～500メートルである。

市内には、千曲川が流れているが、地殻変動によって湖水が干上がり、千曲川が流れるようになった。

市の中心市街地は、千曲川沿いの低平地に立地している。その低平地のなかでも、千曲川沿いに千曲川河床から比べて、数ｍ～数十ｍ程度の急な崖も存在しており、その崖の上に上田城跡、市役所、学校などが立地している。低平地と言えど、少し離れただけで急な崖となっている、上田地域の特徴的な地形であると言える。


参考文献
・上田地域千曲川自然電子図鑑　上田地域の地形・地質

・	2022-01-26
	32	[image: 別所温泉月別利用者数]	別所温泉月別利用者数	2010年～2019年の別所温泉の月別利用者数を平均化してグラフにした。
冬の方が利用者が多いイメージがあったが、一番多かったのは8月だったのが意外だった。7、8月は夏休みを利用して訪れる県外からの家族連れが多く訪れ、1月は地元の人が初詣に訪れるため利用者が増加していると考えられる。
出典：観光地利用者統計調査/長野県https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html	2022-01-26
	33	[image: 別所温泉の利用者数の推移]	別所温泉の利用者数の推移	2002年～2020年の別所温泉の利用者数を調べ、グラフにした。
2002年からゆるやかに減少しているが、2016年に大きく増加している。理由としては、2016年に放映されたNHK大河ドラマ「真田丸」の放送で上田地域の知名度が上がり、利用者が増加したことが考えられる。
2020年は新型コロナウイルスの影響で利用者が大きく減少している。
出典：観光地利用者統計調査/長野県https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html	2022-01-26
	34	[image: 上田市の位置は工業向き]	上田市の位置は工業向き	・日本のほぼ中央に存在するため交通インフラが良い
　鉄道：JR北陸新幹線・しなの鉄道・上田電鉄別所線(上田駅で接続)
　高速道路：上信越自動車道(菅平インターチェンジ)

　東京から約190km(北陸新幹線で最短80分)
　県庁所在地長野市から約40km

[参考資料]
上田ってどんなところ？-上田市ホームページ(https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/uedapr/5606.html)　上田市ホームページ　上田市　上田市長　土屋 陽一　2022/01/19参照	2022-01-25
	35	[image: 上田工業の歴史]	上田工業の歴史	①蚕のまち上田
江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県経済は蚕糸業に支えられていた。上田はそんな長野県中でもいわゆる「蚕都」として名をはせていた。その要因としては、扇状地や河岸段丘の発達により桑の栽培適地であったこと。また、雨が少なく乾燥した気候が蚕の飼育に適していたこと。そして全国にさきがけて開校された、小県蚕業学校（現在の上田東高校）や上田蚕糸専門学校（現在の信大繊維学部）などによる蚕業教育が充実していたことが挙げられる。

②精密機械工業へのシフト
長野県が戦前から養蚕・製糸業に代えて精密機械工業へと産業育成の重点をうつし、かつ終戦後の1960年代には高度経済成長で商工業が発展したこともあり、上田の蚕糸業（養蚕、蚕種、製糸）も例外なく衰退を迎えた。しかし蚕糸業で培われた技術的	2022-01-25
	36	[image: 【渋沢栄一小諸講演】原文読み解き 　2021/11/03]	【渋沢栄一小諸講演】原文読み解き 　2021/11/03	糸のまち・こもろプロジェクト主催
【渋沢栄一小諸講演】～フォーカス読み解き会～より
会場:相生会館(長野県小諸市)
講師:小林　収先生(原文読み解き)
         小林　澄光先生(漢詩読み解き)

	2021-12-28
	37	[image: ＃りんご県のおみや]	＃りんご県のおみや	りんごの甘酸っぱさと、口当たりの良いバタークリームがおいしい、すっきり食べられるお菓子でｓ。

長野県といえば、全国的にもりんごの産地として有名です。上田もその例外ではありません。

明治七年(1874年)から栽培が始まり、善光寺への参詣客に売っていました。世界恐慌でそれまでの主要産業だった養蚕業が打撃を受けたことをきっかけに、りんご栽培が盛んになりました。当時は味が不評だったため、同じくりんごが特産の青森県を真似て、「紅玉」と「国光」の品種を中心に栽培されるように。

「水はけの良い土地」、「昼夜の気温差」がりんごの生育に適しており、8月～2月にかけてが旬と、おいしく食べられる期間が長いことが特徴。

りんごの名前の初めに「サン」がついているものは、袋をつけないで作られたりんごで、太陽光	2021-11-23
	38	[image: 長野大学図書館の建設について]	長野大学図書館の建設について	特徴的な形をしている長野大学附属図書館を見て、どんな人がどんな思いで建設に携わったのか、ということが気になり、少し調べてみた。

・長野大学附属図書館の建設は1997年に北野建設が行った。（http://www.kitano.co.jp/showcase/education/）

・長野大学付属図書館のレンガ壁のデザインについて（http://www.tbd.co.jp/project-02.html）	2021-05-06
	39	[image: 涸沼自然公園]	涸沼自然公園	私の地元茨城県にある涸沼をPRするため訪れました。涸沼はラムサール条約に選ばれている湿地帯です。特産品としてシジミなどがあります。この自然公園にはキャンプ場も併設されておりGWのこの時期とても賑わっていました。	2021-05-04
	40	[image: 端山貢明さんと学生の対話 2009年長野大学前川ゼミ]	端山貢明さんと学生の対話 2009年長野大学前川ゼミ	端山貢明さん(東北芸術工科大学名誉教授)と学生の対話　92分


2009/07/27、長野大学の前川道博ゼミ（企業情報学部プロジェクト研究）に端山貢明さん（1932年～）をゲストとしてお迎えし、プロジェクト研究をすることについてお話いただいた時の記録。端山さんは20世紀の大作曲家オリヴィエ・メシアンのもとで音楽を学び、後にコンピュータの社会的有用性に着目したメディア研究に転じ、1993年度から1999年度にかけて東北芸術工科大学で教鞭をとった。

学生との対話では冒頭、Project(pro/ject)とは何か、information(in/ex・formation)とは何かを口説く。学生との対話にはなかなかならないが学生からも質問やレスポンスは少し出るようになる。学生はしばらくその理解ができず、その説明でかなり手こずる。

ここでのポイントは端山さん	2021-04-05
	41	[image: 宮坂製糸所]	宮坂製糸所	　「宮坂製糸所」は、岡谷製糸場に併設されている製糸工場だ。貴重な動態展示を行っており、実際に生糸を繰る様子を見学できる。私が見学に訪れた際には、工場の方から様々なお話を聞くことができて大変勉強になった。その中でも、特に「蚕の品種改良」と「蚕と医学」についてのお話が記憶に残っている。
　まず「蚕の品種改良」では、蚕はメンデルの法則により必ず交雑が行われており、交雑種は病気に強かったり、糸が多く取れたりするため、安定性が向上することを知った。また、蚕に蜘蛛の遺伝子を導入することで、伸縮性や強度に優れた糸の産出が可能になるという話は驚きだった。
　次に「蚕と医学」では、蚕は研究所や製薬所で医薬品の開発にモデルとして用いられたり、薬品やワクチンに利用されたりしていることを知った。まだ	2021-02-10
	42	[image: 上田蚕種]	上田蚕種	国の登録有形文化財に指定されています。
上田に残る蚕の卵を採取、販売している貴重な数少ない場所。蚕は生糸をつくるだけでなく他の用途を研究される最先端の技術となり得る現状がある。その大本が上田にあるということを何とか生かせないかと考える。開発の成功次第では需要の上昇が期待できる産業ではあるが、現状は経営が厳しいと聞く。上田の蚕糸業関連全体の活性化を求めるので有れば上田ならではのPRや技術開発を必要とするのではないかと考える。今後、うえだの蚕糸業がどのような形態で存続していくか分からないが、重要な場所となり得る産業資源と思う。	2021-01-31
	43	[image: 上田市シティプロモーション　旅RUN]	上田市シティプロモーション　旅RUN	上田市のシティプロモーション活動として様々な動画が投稿されている中の1つ「旅RUN」。

上田市の資源である、歴史ある建造物、自然豊かな道なり、レトロな街並み、東京から新幹線で一時間半という立地を生かし、「ランニング」に繋げている。

ただ走るというだけでなく、その中で休憩として、建造物の観光や食事に立ち寄っていて、自然な地域の雰囲気が見れる。


▼上田市PR動画「旅RUN」
	2021-01-27
	44	[image: 常田館製糸場 (奥帳場兼創業者住宅・賄蔵・炊事場)]	常田館製糸場 (奥帳場兼創業者住宅・賄蔵・炊事場)	これは常田館製糸場の「奥帳場兼創業者住宅、賄蔵、炊事場」の写真である。以前、製糸場で働く工女さんたちは住み込みだった。会社から大切にされており、生活の補助を受けたり、当時は貴重だった白米をお腹一杯食べたりすることができたそうだ。

参考URL:常田館製糸場　施設紹介	2021-01-27
	45	[image: 常田館製糸場 (五階繭倉庫)]	常田館製糸場 (五階繭倉庫)	これは常田館製糸場の「五階繭倉庫」の写真である。明治38年（1905年）に建築された国内唯一の木造5階建繭倉だ。当時は繭を乾燥・保管する目的で作られたが、現在は比較的軽いプラスチックや発泡スチロールなどの倉庫として利用されている。建物の軽量化をはかるため、壁は薄く、柱もやわいが、震度4にも耐えられるくらい丈夫な造りとなっている。

参考URL:常田館製糸場　施設紹介	2021-01-27
	46	[image: 常田館製糸場 (五階鉄筋繭倉庫)]	常田館製糸場 (五階鉄筋繭倉庫)	常田館製糸場は明治33年（1900年）創業の製糸工場だ。
15棟の施設が現存しており、そのうち7棟が国の重要文化財に指定されている。

写真3枚目は、「五階鉄筋繭倉庫」の内部である。大正15年（1926年）に竣工した、長野県内に現存する最古の鉄筋コンクリ―ト造5階建て建築物だ。現在1階はイベントの開催やワインセラーとして利用されており、2階と3階には従業員の方々が制作した芸術作品が展示されている。作品はライトアップされており美しかった。

参考URL:常田館製糸場　施設紹介	2021-01-27
	47	[image: 銅水瓶]	銅水瓶	【作品】
銅水瓶

【所在地】
群馬県高崎市：綿貫観音山古墳

【綿貫観音山古墳】
全長98mの前方後円墳である。6世紀頃の古墳で高崎を支配した豪族の古墳と考えられているが、正確な情報は不明である。ここからは他にも多くの金銅製品等が出土しており、それらは6世紀後半の東国を代表する出土品として国宝に指定されている。


【作品説明】
中国・南北朝時代の庫狄廻洛墓から同類の水瓶が発見さたことから中国伝来と考えられている。ちなみに綿貫観音山古墳から出土したものは国内最古の水瓶で、古墳出土でほぼ完形品であるのは世界でこれだけである。

【参考資料】
・群馬県　文化財ライブラリィ：https://www.pref.gunma.jp/03/x0100616.html
・綿貫観音山古墳の世界「オンライン展示品解説　第１回　銅水瓶」：	2021-01-27
	48	[image: そもそも「NAGANO WINE」とは]	そもそも「NAGANO WINE」とは	塩尻ワインについて調べる際に、よく目にしたのが
「NAGANO WINE」という言葉でした。
調べてみると、「長野県産のワイン」というそのままの意味だったのですが、
「長野」がアルファベットで表記されているのは、海外でも通じるように、という意図でした。

長野県内には4つのワインバレーがあり、「信州ワインバレー」と呼ばれています。

どちらも公式に定められた呼称で、長野県が作成したサイト、『NAGANO WINE』では、信州ワインバレーについてや、長野ワインの特徴について詳しく知ることが出来ます。


「NAGANO　WINE / サイトトップ」URL
http://www.nagano-wine.jp/


今回私が調べた「塩尻ワイン」は、「信州ワインバレー」にある四つのワインバレーのうち、
「桔梗ヶ原ワインバレー」と呼ばれる地域であることが分かりました。

生食用の	2021-01-26
	49	[image: 上田市の観光客推移]	上田市の観光客推移	観光地利用者統計調査/長野県
H21年から令和元年までの上田市の主要観光地の利用客の数位を調査した（別所温泉はH23年からの統計）

これを見ると上田城周辺は２６年まで１４００－１５００程度で横ばいになっていたが２７年に大河ドラマ放映が決まり２１００台に急増２８年には放映が開始されたため３４８８と急増しこの年ががピークとなっている。別所温泉も同様に２８年がピークである。その後は放映前と変わらない客数であることは問題だ。観光地とは非日常を体験させることが求められる場所、上田の強みである歴史と温泉という観光資源をただそのままにしておくのではなく戦略立てて活用していくことで他の観光地との差別化を図り、ここでしかできない体験を生み出し魅力	2021-01-24
	50	[image: 別所温泉観光客の推移（現代編）]	別所温泉観光客の推移（現代編）	別所温泉の観光客の推移をグラフ化しました。
県内外含めて多くの方が別所温泉を訪れているが、近年は減少傾向にあることが分かる。


参考文献
長野県観光客利用者統計調査
調査結果　令和元年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成29年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成27年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成25年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成23年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成21年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成19年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成17年観光地利用者統計調査結果
　　　　　平成15年観光地利用者統計調査結果
https://www.pref.nagano.lg.jp/kankoki/sangyo/kanko/toukei/riyousya.html	2021-01-23
	51	[image: 新潟亀田の土地の特性と生活習慣]	新潟亀田の土地の特性と生活習慣	私の地元亀田は海抜が低く、つねに浸水しているような場所であった。しかし、稲作をし、港町から近いということもあって物流も盛んだった。困難な状況でも人々は亀田の土地を選び生活していた。その特殊な状況で人々は何を考えてどのように生活していたのか知りたいと考えた。
また、現在、海抜が温暖化の影響で高くなることが問題となっている。世界を知るためにも、まずは身近にあった事例から見ていくべきだと感じた。海抜が高くなることで、人々の生活はどのように変容するのかもここから見れればいいと考えている。

調べる時には、亀田図書館に行き、資料を探す予定である。さらに、越後佐渡デジタルライブラリーからも資料を探すことにする。
https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?page_id=1129	2020-12-21
	52	[image: 群馬県から出土した歴史的遺産]	群馬県から出土した歴史的遺産	〇地域探求テーマ
‐群馬県から出土した歴史的遺産

〇選んだ理由
‐群馬県は国宝・国指定重要文化財に指定されている埴輪の45％を出土していたり、大型古墳数が全国4位を誇る程歴史的遺産が多く出土していたりと県民が誇れるほどの古墳県である。実際私が通っていた小学校の敷地内にも古墳があり、『蛇塚古墳』といいおおよそ6世紀後半の遺跡であった。そこから出土した馬型埴輪は重要文化財に指定されている。そのため群馬から出土した歴史的遺産は他にどう言ったものがあるのか興味を持ったから。

〇探求・アウトプット化内容
‐出土した遺産(文化遺産等に指定されているものを中心に)の種類・そのものの歴史的背景・それから考えられる地理的歴史的特徴
‐出土したモノから歴史を辿る面白さ・個人の地域の歴史的遺産について知る	2020-12-21
	53	[image: 信州上田学A2020⑭オンライン発表会]	信州上田学A2020⑭オンライン発表会	オンデマンド講座
▼第１４回7/29講座　講師：前川道博（長野大学）　82分
（市民開放講座第１２回）


本日の講座資料
[image: ] 
記録日: 2020/07/29

オンライン発表資料

▼01 探検を通して上田を知る
▼02 イトーヨーカドーから見える社会情勢の変化
▼03 災	2020-09-03
	54	[image: 信州上田学A2020③上田のひもとき方と情報源]	信州上田学A2020③上田のひもとき方と情報源	オンデマンド講座
▼第３回5/13講座　講師：前川道博（長野大学）　57分
（市民開放講座第１回）



講座資料

[image: ] 
記録日: 2020/05/13

参考資料

★上田市歴史文化基本計画
★上田市中心市街地地図 1928年
→大日本職業別明細図之内－信用案内昭和3年（1928）
★	2020-09-02
	55	[image: 上田市シティプロ映像2020第1集・学生によるセレクション]	上田市シティプロ映像2020第1集・学生によるセレクション	長野大学企業情報学部「デジタル映像表現」2020（担当：前川道博）制作課題その１
「上田市シティプロモーション映像」2020第１集
受講生どうしで評価し合った動画のセレクション。第１位から第３位まで投票数の多かった順に並べます。

【第1位/10票】うえだ こっぱなし ～鹿教湯温泉文殊堂編～

《学生の評価コメント》
★上田市の工芸品であるこっぱ人形を主人公として、こっぽ人形の視点から映像が作られていて見ていて飽きなかった。
★人形に案内をさせるというオリジナリティあふれる内容でストップモーションの手間暇もしっかりかかっ	2020-08-02
	56	[image: 上田市シティプロ映像2020第2集・学生によるセレクション]	上田市シティプロ映像2020第2集・学生によるセレクション	長野大学企業情報学部「デジタル映像表現」2020（担当：前川道博）制作課題その２
「上田市シティプロモーション映像」2020第２集
受講生どうしで評価し合った動画のセレクション。第１位から第３位まで投票数の多かった順に並べます。

【第1位/9票】女子大生が行く！ゆったりのんびりひとり旅in上田～別所温泉編～（この動画の公開は終了しました）
《担当教員との講評的対談》
https://youtu.be/ZPOo9IjCQeg?t=877
《学生の評価コメント》
★ナレーションがとても聞きやすく内容もとても分かりやすく魅力を感じました。
★とても見やすく娯楽としても、PR動画としても十二分な面白さだった。特にナレーションが聞き取りやすく字幕がなくとも頭に入ってくる速度で話しているのがとても良かった。
★旅番	2020-08-02
	57	[image: 上田市シティプロモーション映像・長野大生編2020]	上田市シティプロモーション映像・長野大生編2020	デジタル映像表現⑭2020/07/23まとめの記録（前川道博＠長野大学）
学生目線と感性で上田市シティプロモーション映像「ようこそ上田」を制作。教員の学生との一種の講評的対話。構えてもいいものは作れないはず。みんなが楽しんでいるのだけれど極意はその辺にあるのかな？　コロナ禍のため上田以外の地元をＰＲした映像もあります。

＜担当教員との講評的対談＞


＜学生によるセレクション＞
シティプロモーション映像は２ラウンド制作しました。第１集は１ラウンド目の制作、第２集は２ラウンド目の制作。学生による投票数の多かった第１位～第３位を学生の評価コメントを添えて紹介します。
1 	2020-07-31
	58	[image: Co・LABO shop 柳町屋]	Co・LABO shop 柳町屋	柳町通りのほぼ真ん中にある、上田ブランド研究所のラボショップです。信州上田産の産地ブランドりんご「真田REDアップル」を使ったりんごスイーツを開発・販売しています。

「真田REDアップル」とは、信州上田産のりんごのご当地ブランド化を図るために立ち上げられた商品名です。JA信州うえだ管内で収穫された林檎が対象で、直販はもちろん、お菓子などに形を変えて信州上田のりんごの美味しさをPRしています。

お休み処としても開放されており、買い物の合間や散策の休憩にも利用できます。築150年ほどの古民家で、お洒落でありつつも落ち着ける空間です。

みなさんも是非行ってみてください！	2020-06-23
	59	[image: 美容院　Agu hair haf 上田原店]	美容院　Agu hair haf 上田原店	渋谷／池袋で毎月1500人以上の来客が殺到する人気店が上田にオープン。
お洒落な雰囲気に加え、店内の「Supreme」の看板が印象的です。駅からも近く、入りやすいお店です。店員さんもおしゃれ。メンズはカラー＆カットが低価格で行えます。	2020-05-24
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